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４年総合的な学習の時間学習活動案
単元名 交流のわをひろげよう（全 時間予定）32

群馬県総合教育センター 長期研修員 木村 正臣
嬬恋村立干俣小学校 第４学年

＜使用される絵記号の説明＞

子どもの活動に関すること

子どもの内面やつぶやき、言葉 体験活動や追究活動

ワークシート ポートフォリオ 作文 手紙やメール パソコンで調べる ビデオで調べる

教師の評価方法

観察 言葉かけ・会話 教師の投げかけ 保護者・地域からの評価（感想）

目標
擬似体験や実際に地域の聴覚障害をもつ人と交流することを通して、聴覚障害者の世界を自分自

、 、身の問題として追究し 自分の出来ることをいろいろなコミュニケーションの方法から学びながら
人とのふれあいを積極的に深め交流の輪を広げていこうとする態度を育てる。

評価規準

Ⅰ 学習への関心・意欲・態度
障害をもつ人と楽しく交流するためにどうしたらいいか、自分自身の問題として興味・関心

をもち、意欲的に追究していくことが出来る。

Ⅱ 総合的な思考・判断
解決するために自分にとって一番良い方法を見つけ、自分自身の学習活動を見直しながら、

見通しをもって問題解決し、総合的に考える力を伸ばしていこうとする。

Ⅲ 学習活動に関わる技能・表現
自分の出来ることをいろいろな方法で調べ、学び方を身に付けたり表現力を高めることがで

きる。

Ⅳ 知識を応用し総合する力
自分について見つめ直すことにより、いろいろな人とコミュニケーションすることの良さが

自分なりにわかり、これからの生活のなかで積極的に交流の輪を広げていくための力がつくら
れる。

人に尋ねて
調べる

本や資料で
調べる
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＜かかわる過程＞（全７時間）

第１時～３時
第１時 「耳が聞こえない世界ってどんなだろう？」 平成 年 月 日（ 曜日）第 校時 ４年生教室

Ｔ１（ ） Ｔ２（ ）
第２～３時 「○○さんとなかよくなろう！」 月 日（ 曜日）第 校時 ４年生教室

Ｔ１（ ） Ｔ２（ ） Ｔ３（ ） 外部講師 ○○さん（聴覚障害者） ◇◇さん（手話通訳者）
１ 目標

聴覚障害者の○○さんとの交流学習をこれからはじめていくという共通課題を知り、聴覚障害者や身近な生活の中から聴覚障
害にかかわる様々なことに興味・関心がもてるようになり、やがてはいろいろな人と積極的に関わっていこうとする意欲や態度
をつくるための切実な思いがもてるようになる。

２ 評価の観点

聴覚障害者や身近な生活の中から聴覚障害にかかわる
様々なことに対する興味・関心

３ 評価基準

Ⅰ ◎：聴覚障害に関わる様々なことに興味・関心をもちながら、聴覚障害者との交流に意欲的に取り組んでいる。
○：聴覚障害者との交流に楽しく取り組んでいる。

Ⅲ ◎：コミュニケーションの手段を一つの方法にこだわらず、複数の方法を試したりして活動したりすることができる。
○：コミュニケーションの手段を自分の得意な一つの方法で試したり活動したりすることができる。

Ⅳ ◎：生活経験の中から自分なりの思いをもち、自信をもって活動しようとしている。
○：生活経験を思いうかべながら、自分なりに活動しようとしている。

４ 評価の視点

①子どもの興味・関心を十二分に引き出し高めるために、本物にかかわる感動体験の場を設定する。

②子どもの内面をできる限り実態把握できるように、観察法では主にＴ２とＴ３が、目立った言動だけでなく小さなしぐさやつぶ
やきにも注意して見取る。

③自分自身の良さに気づかせたり、自信をもたせるために、おもにＴ１が言葉かけや会話法、外部からの評価を工夫する。

④授業後、主に次時の学習活動に生かせるようにするため、ワークシートなどの子どもの自己評価と教師の観察評価などを合わせ
て、◎○基準で実態把握し、特記事項を個人カード１に記入する。

⑤今後の学習活動に生かしたり、通知票や要録の資料にするために、最後に個人カード２に評価の観点にそって◎○基準で総括的
評価を行い、特記事項を記入する。

４ 準備 ワークシート、作文用紙、手紙用便せん、デジタルカメラ ファイルボックスとクリアファイル（ポートフォリオ用）
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５ 展開
第１時 耳が聞こえない世界ってどんなだろう？

活動の概要
聴覚障害者の生活について想像したことから聴覚障害のいろいろなことに興味・関心をもち、次時に予定している聴覚障害者と

の交流会に向けてどんな自己紹介を工夫したらよいか、考えたりやってみたりしながら交流会への意欲を高める。

学習活動 評価の方法・目的【観点 （時間）】

聴覚障害者の生活ってどんなだろう？
みんながもし何も聞こえなくなったらどうだろう？

Ｔ１

次の時間、○○さんという耳が聞こえないおじ
さんが遊びに来るよ。楽しみだね。でも、みんな
どうしたらいい？

Ｔ１

▼自由な話し合いの雰囲気
を大事にしながら子どもの
学習意欲の高まりをみたい。
▼子どもの素直な思いを大
事にふくらませたい。

、▼子どもたちから出なければ
教師の模範演技を提示して、
自分たちなりに考えられる
ように配慮する。

▼子どもを７人ずつ
分担して見取る。

☆○○さんってどんな人なんだろう。
☆話が通じないぞ。

☆あいさつはどうするんだろう。
☆いろいろ聞いてみたいな。
☆困ることがないか質問してみたいなあ。
☆ぼくはとってもたのしみだな。
☆ジェスチャーが通じるかやってみたいな。

☆クイズみたいでおもしろいなあ。
☆こんな方法もあるぞ。

☆はずかしくてできないな。
☆なかなかむずかしいな。
☆こんなやりかたならできそうだ。

☆どんなことを伝えたらいいかな。
☆○○ちゃんはうまいな。

☆耳が聞こえないってどん
な感じなんだろう。

☆どうして耳が聞こえなくなった
んだろう？

☆聴覚障害者の人と交流するにはど
うしたらいいのかな？
☆字は読めるのかな。
☆手話でお話とかやってみたい

なあ。
☆手話とかむずかしそうだ

なあ。

☆困ることがたくさんあるんじゃ
ないかな？どんな困ることがあるだろう。
☆買い物するとき大丈夫かな？

☆電話とかどうするんだろう？
☆テレビとかゲームとかわかるのかな？
☆サッカーとか野球とかできるのかな？
☆誰かに伝えたいときどうするんだろう。
☆音楽とかは楽しくないだろうな。

☆チャイムとか放送とかわからないから
困るだろうな

あいさつやじこしょうかいを考えて
みよう。でも、ふつうの方法では伝わ
らないぞ。どんなくふうをしたら伝わ
るかな？

Ｔ１

▼生活経験とのかかわりから
耳が聞こえない生活について
様々に想像できるように話し
合う。

【Ⅰ】
○聴覚障害者との交流に楽しく取り組んでいる。

Ｔ１Ｔ２

（ ）1 ０分

Ⅲ】【
○コミュニケーションの手段を自分の得意
な一つ の方法で試したり活動したりする
ことができる。

（５分）

（２０）

（ ）1 ０分

Ｔ１Ｔ２

Ｔ１Ｔ２
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第２～３時 ○○さんとなかよくなろう！

活動の概要
聴覚障害者の○○さんと交流する。自己紹介をしたり興味・関心のあることについて質問したりした後、ジェスチャーゲームな

どの簡単なゲームをしながら楽しく交流し、聴覚障害や聴覚障害者との交流について興味・関心を高める。

学習活動 評価の方法・目的【観点 （時間）】

○○さんとお互いにじこしょうかいしよう。

☆○○さんの手話わかるかな？
☆手話通訳者の人はすごいな。
☆手話っていうのはこんな風にするんだ。
☆○○さんは調理師さんなんだ。
☆わたしたちのじこしょうかいは、うまく

伝わるかな。
☆ドキドキするな。
☆はずかしいけどがんばってじこしょう

かいするぞ。
☆○○さんにしつもんしてみたいな。

▼子どもの伝わりにくい自己紹
介は手話通訳者を通じて伝わる
ように配慮する。また、○○さ
んに質問したいことを手話通訳
者を通じて行えるようにする。
▼自己紹介がむずかしい子ども
には援助できるようにする。
▼Ｔ１Ｔ２は、積極的に関われ
るように言葉かけなどの支援を
する。
▼Ｔ３は、ビデオカメラで自己
紹介やゲームなど交流の様子を
記録する。

☆ジェスチャーはつたわりにくいな。
☆文字ならうまく自分の名前をつたえら

れるぞ。
☆くちまねもむずかしいな。
☆気持ちを込めるといいのかもしれないな。
☆手話をおぼえたいな。

○○さんとたのしくゲームをしてなかよくなろう。

▼Ｔ１Ｔ２が、ゲーム
の進行をする。

☆
じ
ゃ
ん
け
ん
な
ら
で
き

る
ぞ
。

☆
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
動
物
あ
て
ク

イ
ズ
は
む
ず
か
し
い
け
ど

お
も
し
ろ
い
な
。

☆
○
○
さ
ん
の
手
話
あ
て
ク
イ

ズ
も
む
ず
か
し
い
け
ど
お
も

し
ろ
い
ぞ
。

☆
話
せ
な
く
て
も
い
ろ
い
ろ
な

手
段
で
伝
え
た
い
こ
と
も
伝

え
ら
れ
る
ん
だ
な
。

☆
も
っ
と
お
も
し
ろ
い
ゲ
ー
ム

が
考
え
ら
れ
な
い
か
な
。

☆
こ
ん
な
ゲ
ー
ム
な
ら
で

き
る
ぞ
。

☆○○さんと仲良くなれて楽しかった。
☆手話が少しわかってうれしい。
☆自己紹介でちゃんと伝わってよかった。
☆手話ができないとふべんだ。
☆耳が聞こえない世界のことについてもっといろいろ調べて

みたい。

▼手話通訳者に同時通訳をしても
らいながら、お互いに感想を伝
え合う。
▼事前に子どもたちの活動につ
いての評価なども感想に入れて
いただけるように外部講師と打
ち合わせしておく。

（ 分）45

【Ⅰ】
○聴覚障害者との交流に楽しく取り組んでいる。

【Ⅳ】
○生活経験を思いうかべながら、自分なりに
活動しようとしている。

Ｔ１Ｔ２

（３０分）

（１５分）

【Ⅳ】
○生活経験を思いうかべながら、自分な
りに活動しようとしている。

Ｔ１Ｔ２

Ｔ１Ｔ２
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第４時～７時
第４～５時 「○○さんことをもっと知ろう」 平成 年 月 日（ 曜日）第 校時 パソコン室、４年生教室

Ｔ１ （ ） Ｔ２ （ ） Ｔ３ （ ）
第６時 「自分にどんな力をつけたらいいだろう？」 月 日（ 曜日）第 校時 パソコン室、４年生教室

Ｔ１ （ ） Ｔ２ （ ）
第７時 「こんな自分になれるようにがんばるぞ！」 月 日（ 曜日）第 校時 ４年生教室

Ｔ１ （ ） Ｔ２ （ ）
１ 目標

聴覚障害者の○○さんと実際に交流体験したことから、聴覚障害者や聴覚障害について興味・関心をもち、もっと知りた
いと思うことや疑問に思うことなどを調べることを通して、聴覚障害者と自由にコミュニケーションできるようになるためには
自分にどんな力をつけたらいいのかということから、こんな自分になりたいという目標（学習課題）がたてられるようになる。

２ 評価の観点

自分の興味があることから、しっかりした学習課題をつくる力

３ 評価基準

Ⅰ ◎：切実な思いや願いから、こんな自分になりたいという目標がもてる。
○：興味のあることからこんな自分になりたいという目標がもてる。

Ⅲ ◎：しっかりした目標をつくるために、インターネットやいろいろな図書資料など、目的に応じた手段を選び活用することがで
きる。

○：目標をつくるために、インターネットやいろいろな図書資料などが活用できる。

Ⅳ ◎：聴覚障害者との関わりから自分自身を見つめ、自分を高めていけるような目標がたてられる。
○：聴覚障害者との関わりから、自分なりの目標がたてられる。

４ 評価の視点

①興味・関心を高めよりはっきりした課題意識を引き出すために、擬似体験活動を導入する。

②子どもの内面をできる限り実態把握できるように、主にＴ２が観察法で目立った言動だけでなく小さなしぐさやつぶやきにも注
意する。

③自分自身の良さに気づかせたり、自信をもたせるために、主にＴ１が言葉かけや会話法、外部からの評価を工夫する。

④授業後、主に次時の学習活動に生かせるようにするため、ワークシートなどの子どもの自己評価と教師の観察評価などを合わせ
て、◎○基準で実態把握し、特記事項を個人カード１に記入する。

⑤今後の学習活動に生かしたり、通知票や要録の資料にするために、最後に個人カード２に評価の観点にそって◎○基準で総括的
評価を行い、特記事項を記入する。

、 、 。⑥子どもの学習意欲がさらに高まるように ポートフォリオを家庭に持ち帰って保護者に見てもらい 感想がもらえるようにする

５ 準備 ワークシート、デジタルカメラ、クリアファイル（ポートフォリオ用 、インターネット検索用自作手話リンク集（フロ）
ッピーディスク 、関連児童用図書資料、関連ビデオ資料）
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第４～５時 ○○さんのことをもっとよく知ろう

活動の概要
○○さんと交流したことから、聴覚障害や聴覚障害者の生活についてもっとよく知るために、音のでないテレビを見たり声を出

さないで会話をしたりするなどいろいろな擬似体験活動などを通して調べ、聴覚障害や聴覚障害者との交流について課題意識がも
てるようになる。

学習活動 評価の方法・目的【観点 （時間）】

ぎじ体験をして、もう一度はしづめさんと楽しく交流するた
めに 「こんな自分になりたいな」という目標をたてよう。、

Ｔ１

☆音が聞こえないテレビを見たら
おもしろいかな。

☆友だち同士で声を出さないで会話をして
みたらどうだろう？

☆ドッジボールとかサッカーとかできるのかな。
☆遠くから後ろを向いている人に合図を送る
にはどうしたらいいだろう？

☆目覚まし時計ってどんなのだろう？
聴覚障害者の生活用品をためしてみたいな。

☆友だちと筆談がやってみたいな。

▼一人一人の実態把握から、それぞれの興味・関
心を見取り、こんな自分になりたいという目標が
もてるようにワークシートや言葉かけを工夫する。
▼あらかじめ子どもたちの実態把握から擬似体験
のメニューをきめておき、擬似体験の場作りやワ
ークシートを準備しておく。
▼擬似体験している子どもたちの様子をビデオカ
メラで記録し、評価に生かせるようにする。

【Ⅰ】
○興味のあることからこんな自分になりた
いという目標がもてる。

☆音が出ないテレビマンガなんて
おもしろくないな。でも字幕があると、
少しはおもしろいよ。

☆ジェスチャーでは、ぜんぜん会話にならない
や。くちまねもむずかしいな。筆談はおそい
けどちゃんと伝わるな。
☆気持ちを込めるといいのかもしれないな。
☆野球でしんぱんの声が聞こえないと

こまるな。
☆なるほどはしづめさんはこんな目覚ま

し時計があるから、ねぼうしないんだ。

Ⅳ】【
○聴覚障害者との関わりから、自分なりの

目標がたてられる。

～準備可能な擬似体験メニュー～
１ 無音のテレビ視聴コーナー

（字幕なし 字幕あり）
２ 声を出してはいけない談話室コーナー
（筆談用の紙と鉛筆を備え付ける ）。

３ 生活体験コーナー
（お店での買い物など）

４ その他

▼積極的に擬似体験活動でき
るように言葉かけや会話など
の支援をする。
▼安全確保の面からも擬似体
験メニューの補助についても
らう。
▼自分なりの目標がもてるよ
うに、お互いに感想を発表し
あい、本時の活動をふりかえ
ることができるようにする。

Ｔ１Ｔ２Ｔ３

Ｔ１Ｔ２

Ｔ１Ｔ２

（５分）

（ ）８５分
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第６時 自分にどんな力をつけたらいいだろう？

活動の概要
聴覚障害者と楽しくコミュニケーションしながら交流するために、自分にどんな力をつけたらいいかということから課題意識を

高め、こんな自分になりたいという目標がもてるように、興味・関心のあることについてさらに自分なりにいろいろな方法で調べ
る。

学習活動 評価の方法・目的【観点 （時間）】

聴覚障害者と楽しく交流できるようになるために、自分に興味のある
ことをもう少し調べて、自分なりにたてたこんな自分になりたいとい
う目ひょうがいいかどうかたしかめよう。

Ｔ１

☆手話に興味があるのでインターネ
ットで調べてみたい。

☆ビデオの方がわかりやすそうだ。
☆私は本がいい。
☆買い物体験をまたやりたいな。
☆他になにかいい方法はないかな。

▼ワークシートで自分なりの目
標と調べる目的と方法をはっき
りできるようにしてから、それ
ぞれの興味・関心に応じた調べ
る活動に入れるようにする。
▼ワークシートに調べる目的と
方法をはっきりと書けているか、
個別に机間指導する。

☆手話はおもしろいし、自分にもできそうだ。それに、インタ
ーネットで調べられるなんて、楽しいぞ。目標を少し変えよ
う。

☆ビデオの方がやっぱりわかりやすいぞ。ぼくはビデオで手話
をおぼえたい。手話が上手になるという目標でいこう。

☆私は本で調べたけど、インターネットの方が楽しそう。イン
ターネットで指文字が上手になるようにしよう。

☆買い物体験をしてみて、もっといろいろな聴覚障害者の生活
。 。について知りたいな インターネットで調べたらできそうだ

☆はしづめさんや剣持さんにちょくせつ質問して調べるのもい
いな。

▼ワークシートに調べて分かっ
たことを簡単にまとめ、自分な
りにたてた目標がよいかどうか
確かめ、次時に向けての自分な
りの課題意識がもてるようにす
る 。しっかりした目標かどう
かの判断基準として、自分にと
ってやさしすぎないか、むずか
しすぎないかということを助言
する。
▼ワークシートに調べて分かっ
たことを簡単にまとめ、自分な
りにたてた目標がよいかどうか
確かめ、次時に向けての自分な
りの課題意識がもてるようにす
る 。

☆次の時間は、目標がもう少ししっかりしたもの
になるようになるようにしよう。

、☆自分なりにしっかりした目標がたてられたので
それに向けてインターネットでもうちょっと調
べたいな。

☆目標がたてられないぞ。次の時間にはがんばっ
てたてられるようにしなければ。

【Ⅲ】
○目標をつくるために、インターネット

やいろいろな図書資料などが活用でき
る。

Ｔ１Ｔ２

Ｔ１Ｔ２

（ ）１０分

（ ）２５分

（ ）１０分

Ｔ１Ｔ２
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第７時 こんな自分になりたいという目標をきめよう。

活動の概要
交流会後の作文やお礼の手紙などに書いた思いや願いをもとに、さらにインターネットやビデオなどで興味のあることを調べた

ことから、 月に聴覚障害者をもう一度自分たちで招待してもっと楽しく交流できるようになるためには、自分にどんな力をつ12
けたいかということを考え 「こんな自分になりたい」という自分の目標がきめられるようになる。、

予想される学習活動 評価の方法・目的【観点 （時間）】

Ｔ１Ｔ２

Ｔ１Ｔ２

○○さんや◇◇さんと楽しい交流会を１２月に開くために、自分にど
んな力をつけたいかということを考えて 「こんな自分になりたい」と、
いう目標をしっかりきめよう。

ポートフォリオを家庭に持ち帰り今までの▼
活動を知らせ、保護者からの感想をもらう。

☆インターネットで手話をおぼえるのは難しい。ビデオの方が
わかりやすくていいな。今日はビデオを確かめてみよう。

☆ビデオの方がやっぱりわかりやすいぞ。ぼくはビデオで手話
をおぼえたい。その他にもビデオで調べられることってある
かな？

☆インターネットには手話以外の障害者の生活のことなどがい
ろいろあったぞ。障害者の生活や気持ちを調べてみたいな。

Ⅳ】【
○聴覚障害者との関わりから、自
分なりの目標がたてられる。

【Ⅲ】
○目標をつくるために、インターネ
ットや図書資料などが活用できる。

インターネットで調べる児童はパソコン室へ移▼
動する （Ｔ１が担当）。

▼ビデオで調べる児童は、１台のビデオデッキに
大人数が予想されるので、ビデオのパッケージ
をコピーした目次を準備し、どんな内容がある
かを調べさせて、児童の興味に応じて効率的に
調べられるようにする （Ｔ２が担当する ）予。 。
想外にビデオで調べる児童が多そうなので、追
究活動では１台のビデオデッキだけでは対処でき
ないので、ビデオデッキを増やすなどしていく必
要がある。

こうなりたいカードに自分できめた目標を書こう。

☆「はずかしがらないでやりたい」という目標ではちょっ
とはっきりしないから、変えよう。

☆手話をもっと覚えて楽しく交流したい自分になりたいか
ら、どんな自分にしようかな・・・・

（ ）２０分

（ ）２５分

Ｔ１Ｔ２

、▼前時に調べた方法以外の方法でも調べてみたい児童が多いので
本時の前半、もう一度興味のあることをいろいろな方法で調べ
る時間にする。後半部に「こうなりたい自分」という目標をし
っかりたてられるようにする。しかし 「手話が上手になりたい」、
という目標が多いと考えられるので、追究活動を進めていく中
でもっと広い視点から自分自身を見つめ直し、目標を見直して
いけるように指導を工夫していきたい。


